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正美
同種の諸商品は，同一の市場においては，同一の市場価値と同一の市場価格•
をもたなければならない。市場価値と市場価格について， 『剰余価値学説史』
（第2部）で次のように言われている，「一般的結論はこうだ，ー一この等級の. . . 
生産物がもつ一般的な価値〔derallgemeine Wert〕は， すべてのものにたいし． 
て同一である，その価値がそれぞれ個々の商品の個別的価値にたいする関係が. .. . . . . 
たとえどうであろうとも。この共通的な価値こそ， これらの商品の市場価値
〔Marktwert〕であり， それらの商品がそのもとで市場に現われるところの価
値である。この市場価値を貨幣で表現したものが市場価格〔Marktpreis〕であ
って， それは， 価値を貨幣で表現したものが一般に価格であるのと同様であ
る。現実の市場価格は，この市場価値のあるいは以上であり，あるいは以下で
あって，市場価値に一致することは偶然にすぎない」 1)。
平均価値は，資本価値 (Kapitalwert) —すなわち，不変資本の価値・プラスの
1) Karl Marx, Theorien uber den Mehrwert (Vierter Band des .,Kapitals"), •2. 
Teil, Dietz Verlag Berlin 1959, S. 196-97. 大島消・時永淑訳『剰余価値学説史」
（『資本論」第4巻）第2巻第 1分冊く4>(大月書店， 1968年4月） 375-76ペー ジ。
訳文はこれによるも一部修正。
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可変資本の価値―に平均的剰余価値をプラスしたものである。平均価格は，
費用価格・プラス・平均利潤である。平均価値としての市場価値は，資本価値
（不変資本の価値・プラス・可変資本の価値）・プラス・平均的剰余価値である。
その平均的市場価格は，費用価格・プラス•平均利潤である。
なお，市場価格について， 「市場価値」論でも，次のように規定されてい
る。すなわち，「市場価格なるものには， 同じ種類の諸商品が， 甚だしく異な
る個別的諸条件のもとで生産され，したがって，甚だしく異なる費用価格をも
つことがありうるとしても，同じ種類の商品には，同じ価格が支払われる，と
いうことが含まれているのである」 2)゜ 、この市場価格は，市場価値の貨幣的表
現ではあるが，現実の市場価格は，市場価値から偏椅する。
この市場価値には， 三通りがある。 1つは， 「両極のあいだにある商品量の
中位価値」 (der mittlere Wert)としての市場価値，または，「中位的平均」価
値としての市場価値である。 2つめは， 「平均価値」 (Durchschnittswert) と
しての市場価値である。もう 1つは，限界価値としての市場価値である。これ
らの市場価値を中心として現実の市場価格は変動するのである。
中位価値としての市場価値は， 「両極のあいだにある商品量の中位価値〔der
mittlere Wert〕での」とか，「中位の市場価値」 (der mittlere Marktwert) と
2) Karl Marx, Das Kapital, Bd. il, Marx-Engels-Lenin-Institut, Moskau, Dietz 
Verlag Berlin 1956, S. 225. 一ー以下， K皿s.225. というふうに略記する。 Karl 
Marx, Das Kapital, Bd. 皿， Bd.25 der Werke von Marx und Engels, Institut 
fiir Marxismus-Leninismus beim ZK der SED, Dietz Verlag Berlin 1964, S. 
209. —以下， K m (Werke) S, 182. というふうに賂記する。
向坂逸郎『資本論』第3巻第 1部（岩波書店， 1967年6月） 245ページ。以下， 向坂
訳本1/il,245. というふうに略記する。長谷部文雄訳『資本論」③，『世界の大思想』
<20> (河出書房， 1964年12月）版， 171ページ。以下，長谷部訳本⑧ 171. というふ
うに略記する。マルクスーエンゲルス全集刊行委員会訳『資本論」④ （大月書店， 1967
年6月） 250ページ。以下，委員会訳本④ 250. というふうに略記する。訳本は，向坂
訳本によるもも， 断わりなしに随時訳しかえた。その際， 長谷部訳本も， 委員会訳本
も，参考にした。引用文中の〔 〕は，すべて東井が挿入した。
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か，いうふうに限定的に言われている。限界価値としての市場価値は，いわゆ
る「不明瞭な箇所」での，すなわち〔I〕と〔I〕と〔皿〕と〔IV〕の箇所で
のゴジック体の市場価値である。かかる限定的表現がなされていない市場価値
は，平均価値としての市場価値か， 「中位的平均」価値としての市場価値と見
なされて良い。とくに，「市場価値どおりに」と言う言葉は，「平均価値として
の市場価値どおりに」ということである。かように読みとることが肝要である。
平均価値としての，または，中位的平均価値としての，市場価値の成立にと
っては， 需要と供給との一致一ーこの意味は後程説明される—が， 不可欠の前
提条件となっている。換言すれば，同一の市場における同種の諸商品が，平均
価値としての，または，中位的平均価値としての，市場価値どおりに，交換さ
れ，販売されるためには，これらの商品にたいする需要と供給とが一致してい
なければならないのである。
〔A〕市場価値＝平均価値と需給一致
(1) 「一定の物品の生産に使用される社会的労働の大いさ〔Umfang〕が，
みたされるべき社会的欲望の大いさ〔Umfang〕に合致し， したがって， 生産
された量が，需要が不変なばあいの再生産の普通の規模〔dergewohnliche MaB・. . . 
stab der Reproduktion〕に合致するならば， 商品はその市場価値どおりに売
られる。諸商品の価値どおりの交換，または販売は，諸商品の均衡〔Gleichge-
wichts〕のもつ合理的なものであり，その自然的法則である。 これから出発し
て，諸偏侍が説明されるべきであって，逆に諸偏荷から，法則そのものが説明
されるべきではないのである」 3)。 この章旬のなかでの市場価値は，平均価
値，または，中位的平均価値としての，市場価値のことである。価値は，平均
価値のことである。 . . .. 
(2) 「一商品がその市場価値どおりに，すなわち，それに含まれている社会
3) K I S. 213. K I (Werke) S. 197. 向坂訳本 1/II,231. 長谷部訳本③ 162. 
委員会訳本④ 236. 
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的に必要な労働に比例して，売られるためには，この商品種類の総量に使用さ
れる社会的労働の総量が，この商品にたいする社会的欲望，すなわち，支払能
力ある社会的欲望の量に一致していなければならない。競争は，すなち，需要
と供給との比率〔Verhaltnis〕の諸変動に対応する諸市場価格の諸変動は， 各
商品種類に使用される労働の総量を，たえずこの限界に整約させようとする」4)
（傍点も東井）。
上のバラグラフのなかでの市場価値は， 平均価値（または，中位的平均価値）
としての市場価値であることは言うまでもなかろう。なお， 「諸市場価格」と
あるのは，諸個別的生産価格の市場での態容としての諸個別的市場価格のこと
ではなかろうか。
これに反して，需要と供給とが不一致のばあいには，最悪または最良の諸条
件のもとで生産される諸商品の個別的価値が，それぞれ，市場価値を規制する
のである。したがって，需要と供給との不一致のばあいには市場価値の平均価
値（または，中位的平均価値） からの諸偏筒 (Abweichungen) が生ずるのであ
る。
ここで諸偏俺について述ぺておくことが便宜的であろう。同一の市場におけ
る同種の諸商品の同一の市場価値が，それらの商品の平均価値（または，中位的
平均価値）から偏侍すると言っても， その諸偏筒は， 諸価値の範囲内における
ものであって，諸価値から離れて無限に偏侍するものではない。換言すれば，
その市場価値は， その平均価値（または中位的平均価値）から偏荷して， 天井
（てんじょお）知らずに上ったり，底無しに下がったりするものではない。そ
の市場価値の上限は，最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の個別的価値に
よって画され，その下限は，最良の諸条件のもとで生産される諸商品の個別的
価値によって画されているのである。したがって，平均価値から偏侮する市場
価値は，その上限とその下限との何れかに，落着くであろう。その何れに落着
4) K 1I S. 219. K I (Werke) S. 202. 向坂訳本1/II,237-38. 長谷部訳本③166. 
委員会訳本④ 242. 
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くかは，市場状態，すなわち需給関係に依存するのである。その市場価値の平
均価値からの諸偏筒は，価値の領域から出て無限に起るものではなくして，そ
の上限とその下限との価値領域内での諸偏侍であるにすぎないのであるdそれ
ゆえに，限界価値としての市場価値も，やはり，市場価値なのである。市場価
格も，それが市場価値の貨幣的表現であるかぎりでは，その市場価格の上限と
その下限もまた，その市場価値の上限とその下限とによって画されるものであ
る。市場価値から偏筒する現実の市場価格にとっても同じことが言えるであろ
う。と言うのは， 「市場価値」論は， 「市場価値と異なるかぎりでの，市場価格
を取り扱うのではない」 5)からである。この点はこれまで見落されてきたが，
しかし， この点の理解こそは， 「市場価値」論の解明の鍵ではなかろうか｡
高島永幹氏は，不明瞭な〔Ⅱ〕の箇所でのゴジック体の市場価値を市場価格
に訂正すべきである， との山本二三丸氏の主張にたいして，次のような批判を
なされている。 「この後段の訂正文をそのまますなおに解すれば，供給がその
● ● ● ●
平均価値なる市場価値で売れる以上に異常に大きい場合には，市場価格は最良
の条件下で生産される商品の個別的価値によって規制される，換言すれば，供
● ● ● ●
給が需要に較べて異常に大きくて，価格が価値を離れて低落しても，その価格
｡ ● ｡ ● ｡ ● ● 、 ● ● ● ● ● ● ● ① ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ＠ ● ⑤ ＠
の低落の下限は最良の条件下で生産される商品の個別的価値である， というこ
とであろう。だが，マルクスは，果たして，かかる場合に， このような価格の
低落に『下限』のあることを主張したものであろうか。これは，マルクスの価
値および価格の理論に照らしてもありうることではない」 6） （傍点は高島)。
せっかく，市場価格の上限と下限とを読みとられながらも， これをほおむられ
たのは惜しまれる。高島氏は「市場価値と異なるかぎりでの，市場価格を取り
扱うのではない」という意味を理解することができなかったのであろう。
5)KmS.208-09.Km(Wをγ舵)S.192-93.向坂訳本1/m,226．長谷部訳本③
159．委員会訳本④231.
6）高島永幹「マルクスの市場価値論におけるいわゆる『不明瞭な箇所』について｣，茨
木大『農学術報告』第8号， 1960年，173ページ。
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[B)需給不均衡のもとでの市場価値の限界限定について
（3） 「最悪の諸条件， または最良の諸条件のもとで，生産される諸商品が市
場価値を規制するということは,、ただ異常な諸組合せ[auBerordentlicheKom-
binationen]のもとにおいてのみ，行なわれることである｣7)。
（4） 「このこと〔最悪規定のこと〕が可能なのは，需要が普通の需要[die
gew6hnliche]を超えるか，または供給が普通の供給[diegew6hnliche]以下に
下がるかするばあいのみである｣8)｡
（5） 「これに反して,商品量が，それにたいする需要よりも小さいか大きい
かするならば，市場価値からの市場価格の諸偏掎[Abweichungen]が生ずる。
そして第1の偏掎[Abweichung]は，商品量が過小なばあいには，つねに，最
悪の諸条件のもとで生産された商品が，市場価値を調節し， 過大なばあいに
は，つねに，最良の諸条件のもとで生産された商品が，市場価値を調節すると
いうことであり， したがって，相異なる諸条件のもとで生産された諸量のあい
だの単なる比率[dasbloBeVerhaltnis]からすれば，別の結果が生ずるはずに
もかかわらず，両極の一方が市場価値を規定する， ということである｣9）（不明
瞭な〔Ⅳ〕の箇所)。
ところで，需要と供給との比率と関連的に取り上げられた市場価値にかんす
る諸規定一中位規定，平均規定，最悪規定，最良規定一が’一パラグラフのな
かに全部出揃っているのは， 「市場価値」論の緒論とも言うべき以下のパラグ
ラフにおいてである。
[C)市場価値の諸規定と需給関係との関連について
7)KmS.203．Km(w'γ片e)S.198．向坂訳本1/m,220.長谷部訳本③155．委
員会訳本④225.
8)Kms.204.Km(w@γ舵)S.188.向坂訳本1/m,220.長谷部訳本③155.
委員会訳本④225-26.
9)KmS､211.Km(Wをγ々g)S.195.向坂訳本1/m,229.長谷部訳本③160-
61．委員会訳本④233-34.
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(6) 「相異なる諸生産部面の諸商品が，それらの価値どおりに売られるとい
う仮定は，言うまでもなく，諸商品の価値が重心となって，諸商品の諸価格は
この重心をめぐって運動し，諸価格の不断の上昇と低落とがこの重心に平掏化
きれる， ということを意味するにすぎない。 そのばあいさらに， 市場価格
〔Marktwert〕ー一これについては後に述べる—ーが， 相異なる諸生産者によ
って生産される，個々の諸商品の個別的価値から，つねに区別されるべきであ
ろう。これらの諸鹿品中の若干のものの個別的価値は，市場価値以下であり，
（すなわち，その生産にかんしては，市場価値が表現するよりも，少ない労働時間が要求
されているのである。），他のもののそれは，市場価値以上であるであろう。市場
価値は，一面では，一部面で生産される諸商品の平均価値＇〔 Durchschnittswert〕
と見られるべきであり，他面では，その部面の平均的諸条件のもとで生産され，
その部面の生産物の大量をなす個別的価値と見られるべきであろう。最悪の諸
条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値を規制すると
いうことは， ただ異常な諸組合せ〔auBerordentlicheKombinationen〕のもと
においてのみ，行なわれることであって，その市場価値もやはり諸市場価格の
変動の中心をなす—ーと言っても，諸市場価格は同種の諸商品にとっては同一
である。平均価値〔Durchschnittswert〕での，または， 中位価値〔dermittlere 
Wert〕での，諸商品の供給が，普通の需要〔diegewi:ihnliche Nachfrage〕をみ
たすばあいには，市場価値以下の個別的価値をもつ諸商品は，特別剰余価値，
または超過利潤を実現するが，他方，市場価値以上の個別的価値をもつ諸商品
は，そのうちに含まれている剰余価値の一部分を実現しえない」10)0 
以上のパラグラフに見られる市場価値の諸規定に注目されるべき 2つのこと
がある。 1つは， 市場価値にかんする諸規定ーー中位規定，平均規定，限界規定
10) K il S. 203-04. K il (Werke) S. 187-88. 向坂訳本 1/皿， 219-22. 長谷部
訳本③ 155. 委員9会訳本では， 「最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産され
る諸商品が市場価値〔Marktwert〕を規制するということは， 云々」というくだりで
の市場価値〔Marktwert〕を，「市場価格」 (Marktpreis)に改訳している。
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（最悪規定と最良規定）一が全部出揃っているということである。 市場価値
は，一面では， 「平均価値と見られるべきであり，云々」というくだりでは
「平均規定」が与えられている。この平均価値は，普通に言われる「算術加重平
均値」としての価値である。換言すれば， 「厳密に言えば， 各個の商品の，ま
た総商品量の各可除部分の，平均価格〔Durchschnittspreis〕または市場価値は，
いまや，相異なる諸条件のもとで生産された諸商品の価値の加算によって，出
てくる商品量の総価値と，この総価値から個々の商品に割りあてられる可除部
分とによって，規定されているであろう」11)。他方，市場価値は， 「他面で
は，その部面の平均的諸条件のもとで生産され，その部面の生産物の大量をな
す個別的価値と見られるべきであろう」， というくだりでは， 市場価値の「中
位」的規定が与えられている。 というのは， 「その部面の平均的諸条件のもと
で生産され」ていて， しかも， 「その部面の生産物の大量をなす諸商品の個別
的価値」と言えば，その価値は， 「平均的組成」をもつ平均的諸条件が同時に
「中位的組成」をもつ中位的諸条件でもあるような諸条件のもとで，生産され
たもの以外にはありえないからである。もっとも， 「中位的平均」の個別的価
値と「中位過半の商品の個別的価値」とは，全然または近似的に一致する。
これに反して， 「最悪の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値を規制
するというのは，ただ異常な諸組合せ〔au6erordentlicheKombinationen〕のも
とにおいてのみ，行なわれることである」， というくだりでは， 市場価値の最
悪規定と最良規定が与えられているのである。
これらの市場価値にかんする諸規定を表示すれば， 表2 「市場価値の諸規
定」となるであろう。
もう 1つは，市場価値にかんする諸規定が，需要と供給との比率との関連に
おいて述べられている，ということである。これについては，上のパラグラフ
にすぐつづいてくる以下のパラグラフで詳しく述べられている。
11) K m S. 209. K m (Werke) s. 193. 向坂訳本 11m.221. 長谷部訳本⑧ 158. 
委員会訳本④ 232. 
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26 闊西大學「継清論集』第20巻第1号
(7) 「最悪の諸条件のもとで生産される諸商品が売れることは，需要＊をみ
たすために，その商品が必要であることを証明する，と言ってみても何の役に
も立たない。想定されたばあいにおいて，価格が中位の市場価値よりも高いと
すれば，需要がより小さく＊＊なるであろう。一商品種類は，一定の価格をもっ
て，市場における一定の場所を占めうる。諸価格が変動しても，この場所が元
のままであるのは，より高い価格がより少ない商品量と同時に現われ，またよ
り低い価格がより多い商品量と同時に現われるばあいのみである。これに反し
て，需要が強くて〔stark〕，最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の価値に
よって，価格が規制されても需要が収縮しないほどであれば，これらの商品が
市場価値を規定する。このことが可能なのは，需要が普通の需要〔diegewohn-
liche〕を超えるか， または供給が普通の供給〔diegewohnliche〕以下に下が
るかするばあ・いのみである。最後に，生産される諸商品の量が，中位の市場価
値で販路を見出す程度以上に大きければ，最良の諸条件のもとで生産される諸
商品が， 市場価値を規制する。たとえば， それらの商品は全然または近似的
に，それらの個別的価値で売られるが，その際，最悪の諸条件のもとで生産さ
れる諸商品は，おそらくその費用価格さえ実現しえず，また，中位的平均の諸
商品は，それに含まれている剰余価値のただ一部分のみを，実現しうるにすぎ
ない，ということが起りうる。ここで市場価値について述べられたことは，市
場価値に代わって生産価格が現われるや否や，これにも当てはまる。生産価格
は，各部面において調節されており，同じくまた特殊の諸事情に応じても調節
されている。しかし，生産価格そのものもまた，日々の市場価格がそれをめぐ
って運動し，一定の期間に，それに向って平均化される中心なのである」「＊第
1版およびマルクスの手稿には，供給，となっているが，以下の所述からも見
られるように，明らかに誤記である。一ーアドラッキー版編集者。＊＊第 1版に
は，より大きい，となっている。マルクスの手稿によって改めた。一アドラ
ッキー版編集者」 12)。
12) K il S. 204. K il (Werke) S. 188. 向坂訳本 1/il,220-21. 長谷部訳本⑧ 155 
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上のパラグラフを敷術的に説明する前に， あらかじめ， 「普通の供給量」
(das gewohnliche Quantum der Zufuhr)と「普通の需要」 (die gewohnliche 
Nachfrage) の意味についてそれぞれ知っておくことが便宜的であり， 必要で
もある。これらの用語について，マルクスは，明確に定義していない。これに
ついての叙述を整序すれば以下のとおりである。
〔D〕 「普通の供給量」と「普通の需要」
(8) 「平均価値での，または，両極のあいだにある商品量の中位価値での，
諸商品の供給が，普通の需要 (diegewohnliche Nachfrage〕をみたすばあいに
は，市場価値以下の個別的価値をもつ諸商品は，特別剰余価値，または超過利
潤を実現するが，他方，市場価値以上の個別的価値をもつ諸商品は，そのうち
に含まれている剰余価値の一部分を実現しえない」 （〔C〕の(6)より）。
(9) 「最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場
価値を規制するということは， ただ異常な諸組合せ〔auBerordentlicheKorn-
binationen〕のもとにおいてのみ，行なわれることである」 （〔B〕の3, 〔C〕
の(6)より〕
(10) 「このこと〔最悪規定〕が可能なのは，需要が普通の需要〔die gewohn-
liche〕を超えるか， または供給が普通の供給〔diegewohnliche〕以下に下がる
かするばあいのみである」 （〔B〕の(4)
Ul 「これまでに与えられた市場価値にかんする諸規定では，次のことが想
定されている。すなわち，生産された諸商品の量は同じままであり， 1つの与
えられた量であること，ただ，相異なる諸条件のもとで生産される，この量の
諸構成要素〔Bestandteil〕の比率〔Verh且ltnis〕にのみ，変化が生ずること， し
-56. 委員会訳本④ 225-56. ただし，長谷部訳本では，初版どおりに，「最悪の条件下
で生産される商品の販売は，供給を保証するためにはその瓶品が必要なことを証明する，
というようなことをいってみても，なんの役にもたたない。想定されたばあいに価格が中. . . . 
位の市場価値よりも高かったとすれば，需要がより大きかったのであろう」 （傍点は東
井）。
27 
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たがって，同じ商品量の市場価値が，種々に異なって規制されること，がそれ
である。この商品量が普通の供給量〔dasgewohnliche Quantum der Zufuhr〕
であると仮定し，その際われわれは，生産された諸商品の一部分が，時に市場
から引き上げられうるという可能性を度外視する。そこで，この商品量にたい
する需要もまた，普通のもの〔diegewohnliche〕であるならば， 商品はその市. . . . . . . . . . . . . . . . . 
場価値どおりに売られる。前に研究された 3つのばあいのいずれが，この市場． 
価値を調節するにしても。この商品量は，単に欲望をみたすのみではなく，そ
れをその社会的大いさにおいてみたす」 18) (傍点も東井）。
上の章句の傍点部分の市場価値は，平均価値，または中位的平均価値として
の市場価値である。 3つのばあいとは， 「厳密に言えば」での， 中位的平均規
定すなわち，「平均規定（その1)」のばあいと，「平均規定（その2)」のばあ
いと，「平均規定（その3)」の 3つのばあいでのことであろう。
(12) 「しかし，一定の物品の生産に使用される社会的労働の大いさ〔Umfang〕
が，みたされるべき社会的欲望の大いさ〔Umfang〕に合致し， したがって，
生産された量が，需要が不変なばあいの再生産の普通の規模〔dergewohn!iche 
MaBstab der Reproduktion〕に合致するならば， 商品はその市場価値どおりに
売られる。諸商品の価値どおりの交換，または販売は， 諸商品の均衡〔Gleich-
gewichts〕のもつ合理的なものであり，その自然的法則である」 （〔A〕のIlよ
り ）。・
以上の諸章旬を手がかりとして，「普通の供給量」と 「普通の需要」 につい
て考えてみよう。
「生産された量が， 需要が不変なばあいの再生産の普通の規模〔diegewohn-
liche MaBstab der Reproduktion〕に合致するならば， 云々 」 というとき，そ
のばあいの前者が供給量のことで，後者が，「普通の供給量」 (dasgewohnliche 
13) K il S. 210-11. K il (Werke) S. 194-95. 向坂訳本 1/il,228-29. 長谷部
訳本③ 160. 委員会訳本④ 233. 
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Qua~tum der Zufuhr)のことなのであろう。そして， 「需要が不変なばあい」
というくだりでの，需要が「普通の需要」のことであろう。換言すれば， 「再
生産の普通の規模」が「普通の供給量」のことであり，他方，「普通の供給量」
に見合う需要が「普通の需要」のことであろう。したがって，「普通の供給量」
と「普通の需要」とは，概念的に，一致しているのである。
生産された商品量がこの「普通の供給量」であり，需要もまた「普通の需要」
であるならば，需要と供給とが一致しているわけである。「市場価値」論で言
われる需要と供給との一致とはかように理解されるべきであろう。
需要とは，社会が，諸欲望をみたそうとしてこの商品の生産に振り向けよう，
とする社会的必要労働時間の大いさである。しかし，現実に振り向けられた社
会的労働の大いさは，この振り向け・ようとした社会的労働の大きさとは「何ら
の必然的関係も存在せず， ただ偶然的関係が存在するにすぎない」。 したがっ
て，両者が一致するという保証はない。それはともかくとして，この現実に振
り向けられた社会的労働の大いさが「供給撒」なのである。
ところで，需要と供給との一致とは， 高島永幹氏が指摘されたように， 「一
般に俗学的見解のように，生産され市場へ供給される商品量が，その価格のい
かんを問わず，すべて売りつくされるということではない。すなわち，商品の
売り残りがなければ需給は均衡しているという性質のものではない」 14)。 こ
の一致とは何かについての答を出すためには，まず需要と供給との不一致とは
何か，を考察しておくべきであろう。
〔E〕 需要と供給との不一致について
(13) 「社会が諸欲望をみたそうとし，この目的のために，ある物品を生産さ
せようとすれば，社会はこれに支払わねばならない。実際，商品生産にあって
は，分業が前提されているのであるから，社会は，＇その処理しうる労働時間の
一部を， この物品の生産に振り向けることによって， この物品を買うのであ
14)高島永幹，前掲稿，前掲「農学術報告』， 184ページ。
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り， したがって， この与えられた社会が処分しうる労働時間の一定量によっ
て，この物品を買うのである。分業によって，この特定の物品の生産に，その
労働を使用することを任とする社会部分は，その欲望をみたす諸商品に表示さ
れた社会的労働によって， 1つの等価を受取らねばならない。しかし，一方に
おける，ある社会的物品に使用されている社会的労働の総量，すなわち，社会
がこの商品の生産に振り向ける社会の総労働力の可除部分，したがって，この
商品の生産が総生産にお・いて占める大いさ〔Umfang〕と， 他方における， 社
会が， かの特定の商品によってみたされる欲望の充足を要求する大いさ〔Um-
fang〕とのあいだには，何らの必然的関係も存在せず， ただ偶然的関係が存在
するにすぎない」 15)。
U4l 「各個の物品，または一商品種類め各定量は，その生産に必要な社会的
労働のみを含むであろうとはいえ，そして，この面から見れば，この商品種類
全体の市場価値は，ただ必要労働のみを表示するとはいえ，もしこの特定商品
が，その時の社会的欲望を超えた分量で生産されたとすれば，社会的労働時間
の一部分が浪費されたのであり，そのばあいには，この商品量は，市場では，
現実にそれに含まれているよりも，はるかに小さい量の社会的労働を代表する
のである。」「したがって，これらの商品は， その市場価値〔イコール平均価値〕
以下で売り放たれざるをえず，その一部分は全然売れなくなることさえありう
る。一—定の商品種類の生産に使用される社会的労働の大いさ〔Umfang〕
が， この生産物によってみたさるぺき特殊の社会的欲望の大いさ [Umfang〕
にたいして，過小であるばあいには，前述の逆である」16)。
U5l 「生産された諸商品の量と， 諸商品がその市場価値〔限界的市場価値をも
含めて〕で売られるばあいの量の差は， 2つの原因から生じうる。 1つは， こ
15) K Il S. 212一13.K Il (Werke) S. 196-97. 向坂訳本 1/IlI,230-31. 長谷部
訳本⑧ 162. 委員会訳本④ 235. 
16) K Il S. 213. K Il (Werke) S. 197. 向坂訳本 1/IlI, 231. 長谷部訳本③ 162. 
委員会訳本④ 235-36. 
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の量目自体が変動して， 過小または過大となるばあい， したがって， 再生産
が，与えられた市場価値〔イコール平均価値〕を調節した規模〔MaBstab〕とは，
異なる規模で行なわれたばあいである。このばあいには，需要が不変であるの
に供給が変化したのであり，そのために相対的な過剰生産か，または過小生産
が現われたのである。他の 1つは，再生産は，すなわち供給は不変であるが，
需要が減退または増大したばあいで，これは種々の原因から起りうる。このば
あいには， 供給の絶対的大いさ〔GroBe〕は不変だったにもかかわらず， その
相対的大いさ〔GroBe〕が， すなわち欲望と比較された， または欲望で測られ
た，その大いさが変化したのである。結果は第 1のばあいと同じで，ただ方向
が逆になっているだけである。最後に，両方の側に変化が生ずるのであるが，
方向が逆であるか，または方向が同じでも程度が同じでないばあいには，すな
わち，一言でいえば，両方の側の変化が生ずるのであるが，それが両方のあい
だの従来の比率を変えるというばあいには，最後の結果は，つねに，前に考察
された 2つのばあいのいずれか 1つに，帰着せねばならない」 17)。
(16) 「生産が社会の現実の予定的統制のもとにあるばあいにのみ，社会は，
特定の物品の生産に振り向ける社会的労働時間の大いさ〔Urn.fang〕と， この
物品によってみたされるべき社会的欲望の大いさ〔Umfang〕とのあいだの関
連を，作り出す」 18)。
(17) 資本主義的生産の一定の基礎の上では， 「需要と供給とは実際には決し
て一致しない。あるいは，いつか一致することがあるにしても，それは偶然で
あり，したがって科学的にゼロに等しいされるべきであり，起きないものと見
なされるべきである。 しかし， 経済学では， それが一致するものと想定され
る。なぜか？ 諸現象を，その合法則的な，その概念に対応する態容において，
17) K il S. 211. K il (Werke) S. 195. 向坂訳本 1/皿， 229. 長谷部訳本⑧ 211 
委員会訳本④ 234. 
18) K 1i[ S.、213.K 皿 (Werke)S. 197. 向坂訳本 1/皿， 231.長谷部訳本③162. 委
員会訳本④ 236. 
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考察するため，すなわち，諸現象を，需要と供給との運動によってひき起され
る外観から独立に，考察するためである。他面では，それらの連動の現実の傾
向を見出し，ある程度まで確定するためである」 19)。
U8l 「需要と供給とは一致しないとしても，それらの不等一ーそして一方向
における不一致の結果が，反対の方向における他の不一致を呼び起すのである
—ーが相継いで生ずる結果，大なり小なりの一期間の全体について見れば，供
給と需要とはたえず一致することになる。といっても，ただ過ぎ去った運動の
平均としてのみ，またそれらの矛盾の不断の運動としてのみ，一致するのであ
るが」 20)。
社会が，諸欲望をみたすために，ある物品を生産させようとすれば，商品生
産にあっては分業が前提されているのであるから，社会は，その処理しうる労
働時間の一部分を，この商品の生産に振り向けなければならない（〔E〕のU3l)。
社会が諸欲望をみたすために，この商品の生産に振り向けようとする労働時間
の大いさ (Umfang)こそが， 社会的欲望の大いさ (U~fang) にほかならない
のである。そしてこの大いさは，市場で表現されれば，需要の大いさとなる。. . . . . 
他方で，現実に社会がこの商品の生産のために振り向けた社会労働時間の大い
さ〔Umfang〕は，供給最なのである。したがって，需要と供給との一致とは，
「この一定の商品蘇の生産に必要な社会的労働時間の大いさ〔Umfang〕」＿
より正確には，この商品の生産に使用された社会的必要労働時間の大いさ＿と， 「こ
の一定の商品蘊によってみたされるべき社会的欲望の大いさ〔Umfang〕」ー~
より正確には，社会がこの社会的欲望をみたそうとして振り向けようとした社会的労働時
間の大いさーーとの一致のことなのである。かんじんなことは，社会がこの社
会的欲望をみたそうとして振り向けようとした社会的労働時間の大いさは， 市
19) K il S. 216. K il (Werke) S. 199. 向坂訳本 1/il,234. 長谷部訳本③ 164. 
委員会訳本④ 238~39. 
20) K il S. 216. K il S (Werke) S. 199-200. 向坂訳本 1/il,234. 長谷部訳本③
164. 委員会訳本④ 239. 
32 
市場価値と需給関係（東井） 33 
場価値（限界的市場価値を含めての）によって表現される，と言うことである。と
いうのは，「社会的欲望の必要とする商品量」は，「社会が，それにたいして市
場価値を支払いうるだけの量」 21)そのものであるからである。
しかしながら，需給の不一致とは，特定の商品の生産に使用される社会的労
働時間の大いさ (Umfang)と， この物品によってみたされるべき社会的欲望
の大いさ (Umfang) と間には何らの必然的関連も存在せず， ただ偶然的関連
が存在するにすぎない（〔E〕のU3) 。両者の大いさが不一致であるばあいに
は，需要と供給との不一致が生ずるわけである。換言すれば，需給の不一致と
は，特定の商品の生産に使用された社会的必要労働時間の大いさと，市場価値
によって表現された社会的労働時間の大いさとの不一致のことなのである。
この点に留意して， 需給の不一致について算定してみよう。高島永幹氏の
「市場価値にかんする 3つの場合の事例表」は，以下の通りである。
市場価値確定にかんする 3つの場合の事例表
生産単位 (1) (2) (3) 
生産者群 量当り個
別的労働 生産伍 1個別的総 生産量 1、個tiヽ．別的総 生産拭 1個別的総時間 労働時間 働時間 労働時間
A (上位） 2 100 200 50 100 400 800 
B (中位） 4 400 1,600 150 600 150 600 
C (下位） 6 100 600 400 2,400 50 300 
計 600 2,400 600 3,100 600 1,700 
生産単位最当り「社会的必
I 
2,400 -4 1 彎=5¼I¥o倍=2%要労働時間」 600 
＊高島永幹「マルクス市場価値論における不明瞭な箇所について」茨木大『農学術報
告」第8号， 1960年， 188ペー ジ。
この「事例表」には需要が考廊されていない。したがって，需要を表示する
必要がある。需要は，市場価値によって表現される労働時間と考えれば良い。
それゆえに，市場価値によって表示される労働時間をもって需要と考え，これ
21) K 1I S. 206. K 皿 (Werke)S. 191. 向坂訳本 1/IlI, 223. 長谷部訳本⑧ 157. 
委員会訳本④ 228. 
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を上の表に加えれば，以下のようになるであろう。
表3 需給関係と市場価値規定
生産単 中位規定 最悪規定 最良"-規定
位量当 個別的市場価 個別的市場価表 個別的市場価表生産諸条件 り個別 値が表 値が 値が
的労働生産量総労働 示せる 生産量総労働 示せる 生産量総労働 示せる
時間 時間労働時 時間労働時 時間労働時間 間 間
最 悪 6 100 600 400 400 2,400 2,400 50 300 100 
中 位 4 400 1,600 1,600 150 600 900 150 600 300 
最 良 2 100 200 400 50 100 300 400 800 800 
計 均 124 600 1I 2,404 0 2,400 4 601 0 3, 510¼0 1 3,600 6 600 1 1, 27%0 1 1,202 0 
平
表 3 「需給関係と市場価値規定」では，この特定の商品の生産に使用された
社会的労働時間の大いさと，市場価値が表現している社会的労働時間の大いさ
とが一致しているのは，「中位規定」のばあいだけである。これに反して，「最
悪規定」と「最良規定」のばあいのいずれでも，総労働時間と，市場価値が表
現する労働時間とは一致していないのである。換言すれば，「中位規定」では，
この特定の商品の生産に使用された労働時間の大いさは，社会が，その欲望を
みたすために生産しようとする商品に振り向けようとした労働時間の大いさに
適合していたのである。したがって，社会がその特定の商品量の生産に使用し
た労働時間の大いさと，みたされるべき社会的欲望の大いさとが合致したので
ある。需要と供給とが一致したのである。このばあいには，平均価値での，ま
たは，中位的平均価値での，商品の供給が， 「普通の需要」をみたしているの
である。したがって，需要と供給とが一致していることになる。このことは，
高島永幹氏の言うようにも表現されうる。すなわち， 「需給の均衡とは， ほん
らい，一定の価値を前提とし，この前提のもとにそれぞれ一定のものとして現
われる需要と供給とが互いに量的に一致するということである。そしてここに
前提される価値は，一般に平均価値を意味することはいうまでもなかろう。需
給均衡の想定のもとに平均価値として決定される市場価値は，相異なる生産条
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件のもとで生産される商品の諸分量間における個別的価値の平均として定めら
れる」22)。
需要と供給との一致が可能となるためには，労働の分割が均衡を得たもので
なければならない。
「この分割〔労働の分割〕が均衡を得たものであれば， 種々の群の生産物は
それらの価値どおりに（さらに進んで展開されるばあいには，それらの生産価格で）
売られるか，あるいはまた，これらの価値または生産価格の一般的諸法則によ
って規定された諸変容〔Modifikationen〕である諸価格で， 売られる。それは
実際に，個々の商品または物品にかんしてではなく，分業によって独立化され
た特殊の社会的諸生産部面の，その都度の総生産物にかんして，自己を貫徹す
る価値の法則なのである。すなわち，単に各個の商品について，ただ必要労働
時間のみが使用されているのみではなく，社会的総労働時間のうちから，ただ必
要比例量のみが，種々の群において使用されている，というようになるべきも
のとする法則である。使用価値が条件であることは，変わらないからである。
しかし，、使用価値は，個々の商品のばあいには，商品がそれ自体として 1つの
欲望をみたすということにかかっているとすれば，社会的生産物大量のばあい
には，この生産物量が，各特別種類の生産物にたいする，量的に規定された社
・・・・・・・。・・・・・・・
会的欲望に適合していること，したがって，量的に限定されているこれらの社
。・・・・・。。・・ ・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・
会的諸欲望に比例して，労働が種々の生産部面に均衡を得て分割されているこ
と， にかかっている （この点は，穂々の生産部面への資本の分配で，考慮に入れられ
● ● . . . . . . . . . . . . . . . . . 
るべきもの）。社会的欲望，すなわち，社会的に，幾乗かされた使用価値が，こ
こでは，社会的総労働時間のうちから，種々の特殊生産部面に帰属する割当部
分にたいして，規定的なものとして現われる。しかしそれは，すでに個々の商
品のばあいにも示される同じ法則であるにすぎない。すなわち，商品の使用価
値は，商品の交換価値，したがってまた商品の価値の前提である，ということ
22)高島永幹，前掲稿，前稿「報告」 185ページ。
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である」 23) (〔 〕内はもちろんのこと傍点は東井）。
これに反して，「最良規定」のばあいには， 社会がこの特定の商品によって
みたされるべき欲望の充足を要求する大いさ (Umfang) よりも， この商品量
の生産に使用された社会的労働の大いさ (Umfang) がより大きく， 需要と供
給とは一致していないのである。社会が欲望をみたそうとしてこの商品の生産
に振り向けようとした社会的労働時間は， 1,200労働時間である。しかし，こ
の特定の商品の生産にその労働を使用することを任とする社会部分は，その時
の社会的欲望を超えた分量，すなわち 1,700労働時間で生産したのである。こ
のばあいには，「社会的労働時間の一部分が浪費されたのである」（〔E〕の閥）
すなわち， -500労働時間 (=1,700-1,200)が浪費されたのである。 この商品量
は，市場では，現実にその商品量に含まれている社会的労働時間， すなわち
1,700労働時間よりも， はるかに小さい量の社会的労働時間， すなわち 1,200
労働時間を代表するにすぎない（〔E〕のU4l)。したがって， これらの商品は，
その市場価値イコール平均価値 (2%)以下で， すなわち 2で売り放たれざる
をえない。その平均価値2%で売ろうとすれば，販売しうる個数は， 600では
なくして， 423%7(=1,200+ 2%)個であって， 176%7(=600-4231}缶）個が売
れ残り，その一部分は全然売れなくなることさえありうるであろう（〔E〕の閥〕o
「最良規定」のばあいには，この商品種類全体の市場価値は，ただ「必要労
働」一ー すなわち， 1,200労慟時間一ーのみを表示するとはいえ， この「必要労. . . . . 
働時間は，ここでは別個の意味を与えられるのである。労働時間の幾何かだけ
が，社会的欲望の充足のために必要である， ということである」 24) (傍点は東
井）。
いずれにしても，「最良規定」のばあいには， 600個の商品量が供給され，こ
23) K il S. 685-86. K il (Werke) S. 648-49. 向坂訳本 2/il,800-01. 長谷部
訳本④ 158-59: 委員会訳本⑥ 820. 
24) K il S. 686. K il (Werke) S. 649. 向坂訳本 2/il,801. 長谷部訳本④ 159_ 
委員会訳本⑤ 821. 
36 
市場価値と需給関係（東井） 37 
れが， 2という市場価値で売り放たれている。 しかし， 需要—社会が振り向
けようとした労働時間—と， 供給ー一現実に使用された労働時間—とは， 一致
していないのである。 2%という平均価値で販売されたばあいには， 600個は
全部売ることができずに， 176~17個は売れ残るであろう。このばあいには需要
と供給との不一致は，手にとるように明らかであろう。
次に，「最悪規定」のばあいには，「一定の商品種類の生産に使用された社会
的労働の大いさ〔Umfaang〕」は， 3,100労働時間であって，「この生産物によっ
てみたされるべき特殊の社会的欲望の大いさ〔Umfang〕」，すなわち 3,600労
働時間にたいして，過小である。この「特定商品が，その時の社会的欲望」よ
＇りも少ない分量で生産されたのだから，社会的労働時間の一部分が不足したの. . . .. . . 
であり，そのばあいには，この商品量は，市場では，現実にそれに含まれてい
るよりもより大きい量の社会的労働を代表するものである。
このばあいにも，市場価値が表現する労働時間は， 「別個の意味を与えられ
るのである」。
言うまでもなく，「最悪規定」のばあいにも， 需要ー一「この生産物によって
みたされるぺき特殊の社会的欲望の大いさ」一一ー と， 供給―この「一定の商品種類
に使用された社会的労働の大いさ」―とは， 一致していないのである。 すなわ
ち，需要と供給とは一致していないのである。
〔E〕のU5lのように， 需要（イコール「普通の需要」）が不変なばあいには諸
商品の供給量が，「普通の供給量」より過大となれば， 相対的な過剰生産が現
われ，諸商品の供給量が「普通の供給量」より過小となれば，過小生産が現わ
れるであろう。供給の絶対的大いさ (GroBe) (イコー ル「普通の供給量」）が不変
であるにもかかわらず，その一定の商品種類にたいする需要が「普通の需要」
より小さくなれば，諸商品の量は相対的に過剰となり，需要が「普通の需要」
より大きくなれば，諸商品の量は，相対的に過小となるであろう。両方の側の
変化が「従来の比率を変えるというばあいには，最後の結果は，つねに，前に
考察された 2つのばあいのいずれか， 1つに帰着せなばならない」。
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これを略記すれば以下のようになるであろう。
A. 需要（＝「普通の需要」）が不変なばあいには，
a. 「普通の供給量」＞供給量_相対的な過小生産。
b. 「普通の供給量」＜供給量ー→相対的な過剰生産。
B. 供給量（＝「普通の供給量」）が不変なばあいには，
a. 「普通の需要」＞需要—―叶箇品量は相対的に過大。
b. 「普通の需要」＜需要-商品量は相対的に過小。
このように，需給の不一致とは， AとBとのばあいである。すなわち，需要
（＝「普通の需要」）が不変なばあいには生産された諸商品の供給が「普通の供給
量」よりも大きいか小さいかするばあいには，需要と供給とは一致しない。ま
たは，供給量（＝「普通の供給量」）が不変であるにもかかわらず， 需要が「普通
の需要」よりも大きなるか，小さくなるか，するばあいにも，需要と供給とは
一致しない。そしてまた，平均価値での， 中位的平均価値での， 中位価値で
の，商品の供給量が， 「普通の需要」をみたしえないばあいには， 需要と供給
とは一致しないのである。
〔F〕 市場価値の諸規定と需給関係
市場価値にかんする諸規定と需給関係との関連について，以下のように言わ
れる。
U9) 「この，ここで抽象的に述べられた，市場価値の確定は，現実の市場で
は買い手のあいだの競争によって媒介される。もっともそれは，需要が，ちょ
うど商品量をかように確定されたその価値をもって吸収するだけの大いさであ
ることを，前提してこのことである。」「第2に。商品が使用価値をもつという
ことは，それが何らかの社会的欲望をみたすということにほかならない。」「一
方の側に一生産部門全体の生産物が立ち，他方の側に社会的欲望が立つことに
なれば，このみたされるべき欲望の量が， 1つの本質的な要素となる。いまや，
この社会的欲望の程度，すなわち量を考察することが，必要である。」「これま
でに与えられた市場価値にかんする諸規定では，次のことが想定されている。
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すなわち，生産される諸商品の量は同じままであり， 1つの与えられた量であ
ること， ただ， 相異なる諸条件のもとで生産される， この量の諸構成要素
〔Bestandteil〕の比率にのみ，変化が生ずること， したがって， 同じ商品量の
市場価値が，種々に異なって規制されること，がそれである。この商品量が普
通の供給量〔dasgewohnliche Quantum der Zufuhr〕であると仮定し， その際
われわれは，生産された諸商品の一部分が，時に市場から引き上げられうると
いう可能性は度外視される。そこで，この商品量にたいする需要もまた，普通
のもの〔diegewohnliche〕であるならば， 商品はその市場価値〔イコール平均価
値〕どおりに売られる。前に研究された 3つのばあいのいずれが， この市場価
値を調節するにしても。この商品量は，単に欲望をみたすのみではなく，それ
をその社会的大いさ〔UmfangJにおいてみたす」 25)0
上の引用文のなかで，マルクスは，市場価値の諸規定における需給関係につ
いて， 2つの注目すべき事がらに言及している。その 1つは，抽象的に述べら
れた市場価値の諸確定一ー中位規定，最悪規定，最良規定，平均規定（その1),平
均規定（その2), 平均規定（その3)-1こは， 「需要がちょうど商品量をか
ように確定された価値〔すなわち，市場価値（もちろん， 限界的市場価値を含めて
の）〕をもって吸収するだけの大いさであること」が，前提とされていた， と
いうことである。もう 1つは，「この商品量が普通の供給最であると仮定し」，
「この商品量にたいする需要もまた，普通のものであるならば，商品はその市
場価値〔イコール平均価値〕どおりに売られる。前に研究された 3つのばあいの
いずれが，この市場価値を調節するにしてもそうである」，ということである。
ここに，「3つのばあい」 とは，平均価値にかんする 3 つの規定一~「平均規定
（その 1)」，「平均規定（その2)」,「平均規定（その3)」―であることは，言うま
でもなかろう。
25) K 皿 S.210-11. K il (Werke) S. 194-95. 向坂訳本 1/][,228-29. 長谷部訳
本⑧ 160. 委員会訳本④ 233. 
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以上の 2つの注目すべき事がらをかみあわせてみよう。
市場価値にかんする諸規定一「中位規定」，「最悪規定」，「最良規定」，「平均規
定（その1)」, 「平均規定（その 2)」，「平均規定（その 3)」-—ーのばあいのいずれ
でも，問題の市場に存在する一定の商品量が，かように確定された市場価値で
購買されうるほどの大いさの需要があったのである。
しかしながら， これらの需要が「普通の需要」であるかどうかということ
は，別の問題である。市場価値にかんする諸規定でのそれぞれの需要が「普通
の需要」であるかどうかは， 問題の商品量が市場価値（イコール平均価値）どお
りに販売されているかどうかによって検討されるであろう。というのは，すで
に明らかなように，諸商品がその市場価値〔イコール平均価値）どおりに販売さ
れておれば，、その商品の供給量が「普通の供給量」であり，需要もまた「普通
の需要」であるからである。問題の商品量が，市場価値（イコール平均価値）ど
おりに販売されているのは，｀「中位規定」と「平均規定（その1)」，「平均規定
（その2)」,「平均規定（その3)」のばあいにおいてである。「最悪規定」 と
「最良規定」のばあいのいずれでも，市場価値は，平均価値から偏俺してい
る。それらのばあいのいずれでも，問題の商品量は，限界的市場価値で売られ
ていて，市場価値（イコール平均価値）どおりには売られていないのである。し
たがって， 問題の商品の供給量は， 「普通の需要」をみたしていないのであ
る。
したがって，「最悪規定」と「最良規定」のばあいのいずれでも， 問題の商
品量にたいする需要と供給とは，たとえ 100単位の商品の供給量がすべて売り
つくされていても，一致していないのである。いかに強弁されようとも，需要
と供給とは一致していないのである。
さて，〔c〕の(7)を考察することにしよう。 この引用文中での， ＊印には，
インスティテュート版では次のような脚注がつけてある。すなわち， 「第 1版
およびマルクスの手稿には，供給，となっているが，以下の所述からも見られ
るように，明らかに誤記である。一アドラッキー版編集者」。 しかし， ドイ
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ツ社会主義統一党中央委員会編集の『マルクス＝エンゲルス全集，第25巻』と
して出版された新版，『資本論』第 3巻第 3部一ー以下，『全集版』とよぶーーで
は，ただ「初版では，供給」，とあるだけである。 それはともかくとして， ヵ
ウッキー版では，初版どおりに， ,,Zur Deckung der Zufuhr". となっている。
長谷部文雄氏は，これに次のような訳者注を付して，初版どおりに訳出されて
いる。「原典では，この『供給』を『需要』と改めて，『初版およびマルクスの
原稿では供給となっているが，これが明白に誤記であることは以下の叙述によ
ってわかる』という注をつけている。これが恣意的な改変であることは，以下
の叙述によって明らかであろう。なお，これと類似の表現 (zubefriedigen die 
Zufuhr)は，たとえば，第3部（原典） 752頁13行および， 787頁本文 1-2行に
もある。一一訳者」26)。
次に，＊＊印には，次のような脚注がある。インスティテュート版では， 「第
1版には，より大きい， となっている。 マルクスの手稿によって改めた。」と
あり，『全集版』でも，「初版では，もっと大きく，となっている。マルクスの
原稿によって改めた。」 とある。 この箇所に長谷部文雄氏は，次のような訳注
をつけている。すなわち， 「原典では， この『より大』を『より小』と改めて
いる。そして， カウッキーがここにつけた注ーー『これは， 価格の騰貴は需
要を増加させるということを意味するのではなく，むしろ，価格の高いことは
需要が普通の需要よりも大きいことを証明するということを意味する』という
注を， 『誤った注釈＿しかもマルクスがここで論駁しているブルジョア経済
学的需要供給論の意味で』 （この訳本では省略したインスティテュート版の『編集ま
えがき』 12頁）と批判している。 カウッキーの注は蛇足であって， 原典におけ
るこの改変が誤りであることは， 以下の叙述によって明白であろう。一~ 訳
者」 27)。
26)長谷部訳本⑧ 156. 
27)長谷部訳本③ 156. 
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問題のこれらの 2つの脚注について，カウッキー版をとって初版どおりにし
ておくか，それともインスティテュート版での訂正をとるかが 1つの問題点と
なっている。この点についてしばらく考えることにしよう。まず，考察の焦点
は，次の章句に合わされる。すなわち， 「最悪の諸条件のもとで生産される諸
商品が売れることは，需要をみたすために，その商品が必要であることを証明
する，と言ってみても何の役にも立たない。想定されたばあいにおいて，価格
が中位の市場価値よりも高いとすれば， 需要がより小さくなるであろう」。 こ
の章句は，ずいぶん説明が不足で難解である。かなりその説明を敷術しなけれ
ばならないであろう。これを具体的に例示して考えてみよう。
同一の市場において，まんじゅうが 100個存在しているものと仮定しよう。
これらのまんじゅうは， 一生産部面で 3 つの生産諸条件—中位と最悪と最良
一のもとで生産されていると仮定しよう。まんじゅうの生産諸条件別個別的
価値は以下のとおりに想定する。
生産諸条件 個別的価値 ＇個別的価格
最悪 98=5Bc+2ov+2om 98円
中位 85=55c+15v+15m 85円
最良 72=52c+1ov+10m 72円
これらのまんじゅうが，中位的諸条件のもとでは80個，最悪の諸条件のもと
では10個，最良の諸条件のもとではio個，それぞれ生産されていると仮定しよ
う。
表示すれば， 表4 「市場価値の諸規定と需給関係との関連」 となるであろ
う。
表4 「市場価値の諸規定と需給関係との関連」での「(1)中位（的平均）規
定」のばあいには，平均価値（固=55c+15v+15m)での， または， 両極のあ
いだにある商品量の中位価値 (85=55c+l5v+15m)での諸商品の供給が， 「普
通の需要」をみたすものと想定されている。この想定のもとでは，平均価値，
または，中位的平均価値が市場価値を規制する。このばあいには， 85という市
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場価値以下の個別的価値72をもつ諸商品は，特別剰余価値 (1個当りでは 13),
または，超過利潤 (1個当りでは13円）を実現するが，他方， 85という市場価値
以上の個別的価値98をもつ諸商品は，そのうちに含まれている剰余価値の一部
分 (130m=200m-70)を実現してない。
最悪の諸条件のもとで生産されるまんじゅう10個が売れることは，需要をみ
たすために，そのまんじゅうが必要であることを証明する，と言ってみても何
の役にも立たない。想定されたばあいに，価格が85円という中位の市場価値よ
りも高く， 95円だと想定すれば， 8,500円という支払能力ある社会的欲望が不
変のばあいには，社会が購入しようとするまんじゅうは， 100個ではなくして，
89%0個である。それゆえに，需要の量は， 100個から89%0個に減退したので
ある。したがって，最悪の諸条件のもとで生産されたまんじゅう10個は，売れ
なくなるかもわからないのである。それゆえに，最悪の諸条件のもとで生産さ
れるまんじゅう10個が売れることは，需要をみたすために，そのまんじゅうが
必要であることを証明する，と言っても何の役にも立たないのである。この敷
術的な説明以外の説明は考えようがない。ついでに述ぺておけば， 「需要の側
に一定の大いさの特定の社会的欲望があって，それがその充足のために，市場. . . . . 
における物品の一定量を必要とする，ょうに見える。しかし，この欲望の量的
。・
規定は，全く弾性的で動揺的である。この欲望の固定性は仮象である」28)(傍点
は東井）。 ここに，「一定量」は，「商品量が不連続量として計量されるか，連続
量として計算されるかに従って， 量目か個数」 29)かで表現されていることに
注意せよ。
このまんじゅうは， 8,500円という一定の価格をもって， 市場における一定
の場所を占める。諸価格が変化しても，この場所が元のままであるのは，より
28) K m s.214. K m (Werke) S. 198. 向坂訳本 1/il,232. 長谷部訳本⑧ 163. 
委員会訳本④ 237. 
29) K m s.212. K m C Werke) s. 196. 向坂訳本 1/il,230. 長谷部訳本③ 161. 
委員会訳本④ 234. 
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高い価格，たとえば85円ではなくして， 95円，が，より少ない商品量，たとえ
ば89l}io個，と同時に現われ，またはより低い価格，たとえば75円， が， より
多い商品量，たとえば1131/3個，と同時に現われるばあいのみである。
それでは，長谷部訳本のように，初版どおりの訳出ではどう言うことになる
のであろうか。
「最悪の条件下で生産される商品の販売は，供給を保証するためにはその商
品が必要なことを証明する，というようなことをいってみても，なんの役にも
たたない。想定されたばあいに価格が中位の市場価値よりも高かったとすれ
ば，需要がより大きかったであろう」。
この訳出では前半と後半との間に何の脈絡もないことは，一見して明らかで
あろう。これがこの訳出の最大の難点であろう。
いま前半を切り捨てて， 「想定されたばあいに価格が中位の市場価値よりも
高かったとすれば，需要がより大きかったであろう」という後半だけを考えて
みよう。供給量の 100個が不変なばあいに，価格が85円という市場価格よりも
高く 90円だと規定しよう。そのばあいには需要は， 8,500円よりも大きく，
9,000円であろう。かように理解できないことはない。また，「これは，……需
要〔9,000円〕は普通の需要〔8,500円〕より大きいことを証明するということを
意味する。」というカウッキーの注も，あながちまちがいだとは言えまい。しか
しもしそのような意味のことが述べられているとすれば，［これに反して」 と
いうくだり以下では同じことが繰り返えされることとなり， 「これに反して」
が，まった＜，生きてこないで無内容になってしまうであろう。この点にも，
初版どおりの長谷部氏の訳出には難点があろう。高島永幹氏が次のように指摘
＇されているのは，もっともなことであろう。すなわち，「いま， (1)〔「初版」＝「需
要がヨリ大きかったであろう」〕のかわりに， (4)〔「手稿」＝「需要がヨリ小さくなるであ
ろう」〕を採ってみよ。 そうすれば， 『需要がヨリ小さくなるであろう』となる. . . . . . . . 
が， これなら， 『これに反して，需要が大きくて〔stark〕…・・・」の間の意味の
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続きぐあいもはっきりしてくる。すなわち， 『これに反して』という言葉も生
きてくるのである。私見が(1)より(4)をヨリ適当とするゆえんである」30) (傍点
は高島，〔 〕内は東井）。
以上の 2つの難点から，初版どおりの長谷部氏の訳出は採りあげない。
カウッキーがここにつけた注が， 「誤った注釈ー一しかもマルクスがここで
論駁しているブルジョア経済学的需要供給論の意味で」と批判されたのはなぜ
だろうか。 これの批判は理解に苦しむものであるが， 問題のパラグラフでの
「価格」の理解の仕方からくる批判であったのではなかろうか。この「価格」が
平均価格だとしたら，その批判は当然でてくるであろう。 さもなくば， 「市場
価値」論で取り扱われている市場価格が， 「市場価値と異なるかぎりでの， 市
場価格」ではないのだから，この市場価格は， あくまで， 市場価値—限界的
「市場価値」を含めての一ーから離れて風船玉のように空中にフワフワと飛んで
ゆかない。市場価格が，需要と供給の比率の変化によって，この市場価値ー一
限界的「市場価値」をも含めて―から離れて， 風船玉のようにフワフワと空中
へ飛んで行くようなカウッキーの叙述が批判されたのではなかろうか。しかし
これはさだかではない。
それはともかくとして， 「これに反して」というくだりではじまる以下の叙
述をみてみよう。
「これに反して，需要が強くて〔stark〕，最悪の諸条件のもとで生産される
諸商品の価値によって，価格が規制されても需要が収縮しないほどであれば，
これらの商品が市場価値を規制する」 （〔C〕の(7))。 これをまんじゅうの例で
考えてみよう。
「(3)最悪規定」のばあいでは，需要が強くて (stark), 9, 800円で， 最悪の
諸条件のもとで生産される諸商品の個別的価値 98, 貨幣で表現されれば 98円
で，価格が規制されても， 9,800円という需要が収縮しないほどであれば， こ
30)高島永幹，前掲稿，前掲『報告j196ページ。
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れらの商品の個別的価値が市場価値を規制する。そのばあい，市場価値は， 98
で，市場価格は98円である。
ここで注意すべきことはつぎのことである。すなわち， 「需要が強くて」
(,,die Nachfrage so stark.")ということである。しかし，他の箇所では，「需要
• • • • • • • • • • • • 0 • • 
がわずかばかりでも優勢であれば〔，，1stdie Nachfrage nur wenig iiberwiegend."〕，
不利な条件のもとで生産された諸商品の個別的価値が市場価格を規制する」31)
（傍点も〔 〕内も東井）とある。一方では， 「需要が強くて」であり， 他方では
「需要がわずかばかりでも」である。これはどうしたことなのであろうか？
そこで，相異なる生産諸条件のもとで生産される諸商品の諸分量間の比率を
変えてみよ乞。そして全商品蜃の不変資本と可変資本の構成要素(Bestandteil)
の比率を変化させれば，「(4)最悪規定（その2)」のばあいとなる。市場価値の
総額は 9,800で，市場価格の総計は 9,800円である。「普通の需要」は，価値
額では 9,280で，貨幣額では 9,280円である。需要が「普通の需要」よりもど
れだけ大きいかは， 9,800円という需要の大いさから 9,280円という「普通の
需要」の大いさを差引いた商によって， 見積られることができよう。 その商
は， 520円である。需要は，「普通の需要」よりもわずかばかり優勢である。こ
れに対して， 「(3)最悪規定（その1)」のばあいでは， 9,800円という需要か
ら， 8,500円という「普通の需要」を控除すれば，その商は， 1,300円である。
このばあい，需要は，「普通の需要」よりも非常に大きいであろう。「(3)最悪規
定（その1)」のばあいに比して， 「(4)最要規定（その2)」のばあいでは， 需
要と「普通の需要」との差額がはるかに小さいのは，生産諸条件別生産物量の
比重を通じての， 不変資本と可変資本の諸構成要素 (Bestandteil) の比率の変
化によるものであった。したがって，諸「構成要素」の比率の変化は， 需要と
「普通の需要」との差に影態を及ぽす。そのかぎりでは，生産諸条件別生産物
量間の比重は，間接的に，市場価値の規制に作用すると言えよう。
31) K 皿 S.210. K I (Werke) S. 194. 向坂訳本 1/皿， 227. 長谷部訳本③ 166. 
委員会訳本④ 232, 
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ここで，以上周八氏の以下のような所説を見ることにしよう。
「この 3つの『組合せ』は『不明瞭な箇所』での，市場価値の限界規定とは
ことなり，あくまでも，市場価値の平均規定のばあいである。しかし，それに
もかかわらず，この両者を混同したり， 結びつけたりなどして， 『組合せ』の
場合を『不明瞭な箇所』の問題と同一視しようとする解釈がみられた。そこ
で，この 3つの『組合せ』についての，おなじく，マルクスの『剰余価値学説
史』のなかの次の説明を掲げておこう。
『商品一ーある特殊の生産部面の生産物一ーの価値は，この生産部面に属す．．．． 
る商品の全量・総額を生産するのに必要とされる労働によって規定されるので
あって，この生産部面内の個々の資本家または企業者のおのおのにとって必要
とされる特殊の労働時間によって規定されるのではない，と。この特殊の生産
部面たとえば綿布製造業における一般的な生産諸条件および労働の一般的生産
性とは，この部面すなわち綿布製造業における平均的な生産性である。したが
って， たとえば 1エレの綿布〔の価値〕を規定する労働量は， そのうちにはい
り込んでいるところの，その綿布の製造業者がそれに対して支出した労働量で
はなく，全体の綿布製造業者が1エレの綿布を市場のために生産するのに用い
る平均〔労働〕量である。 ところで， たとえば綿布製造業における個々の資本
家がそのもとで生産を行なうところの特殊の諸条件は，必然的に 3つの等級に
● . . 
分かれる。 1つの等級は，中位の諸条件のもとで生産する。すなわち，彼らが．． 
そのもとで生産するところの個別的生産諸条件は，その部面の一般的な生産諸. .。
条件と一致する。平均的割合が彼らの現実の割合なのである。彼らの労働の生． 
産性は，平均的高さをもつ。彼らの商品の個別的価値は， この〔生産部面〕の
・。・
諸商品の一般的価値と一致する。彼らがたとえば綿布 1エレを2シリングで
一平均価値で—売るとすれば，彼らはそれを，自分らの生産したエレ〔綿布〕
・。
が現物のままで表わす価値どおりに売るのである。もう 1つの等級は，平均的
・ ・。
諸条件よりも良い諸条件のもとで生産する。彼らの商品の個別価値は，同じ商
・。
品の一般的価値以下である。彼らが同じ商品をこの一般的価値で売るとすれ
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ば，彼らはそれを，その個別的価値以上で売るわけである。最後に，第 3の等． 
級は，平掏的生産諸条件以下で生産する。
……どの等級が平均価値を確定するのに決定的であったかということは，主
としてこれらの諸等級の数の関係すなわち比例的大きさの関係に依存するであ
ろう。 もし中位の等級が数のうえではるかに優勢であれば， これが平均価値
。・・・・
を確定するであろう。この等級が数のうえで劣勢であれば，そして平均的諸条
・・。
件以下で労働する等級が数的に有力かつ優勢であれば，後者がその部面の生産
物の一般的価値を確定する」 （第2部，ディーツ版195-96ページ。大島清・時永淑
訳国民文庫(4)373-75ペー ジ）
だから『組合せ』の問題には『難解』といわれる理由はない。難解なのは
「不明瞭な箇所』における市場価値の特殊規定の問題である」32)。
上の『剰余価値学説史』からの引用文中での，次の 2つのくだりを対比させ
てみよう。
① 「どの等級が平均価値 (Durchschnittswert〕を確定するのに決定的であ
ったかということは，主としてこれらの諸等級の数の関係すなわち比例的大き
さの関係に依存するであろう。もし中位の等級が数のうえではるかに優勢であ
れば，これが平均価値を確定するであろう」。．．．．．．．． 
② 「平均的諸条件以下で労働する等級が数的に有力かつ優勢であれば，後
者がその面の生産物の一般的価値〔diegeneral value〕を確定する」。
①では「平均価値」の大いさの確定が与えられ，Rでは，「一般的価値」規
定が与えられているのである。ここに「一般的価値」とは，上のパラグラフに
すぐつづいてくるパラグラフで次のように規定されている。すなわち， 「この
等級の生産物がもつ一般的な価値〔derallgemeine Wert〕は，すべてのものに
たいして同一である。その価値がそれぞれの個々の商品の個別的価値にたいす. . . . . . 
る関係がたとえどうであろうとも。この共通的な価値こそ，これらの庇品の市
32)井上周八「『差額地代」と『価値」 (6)ー 白杉庄一郎教授の所説に関連して一」， 『立教
経済学研究』第23巻第3号（昭和44年12月） 46-5ペー ジ。
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場価値〔Marktwert〕であり， それらの商品がそのもとで市場に現われるとこ．． 
ろの価値である。この市場価値を貨幣で表現したものが市場価格〔Marktprei~)
であって，それは，価値を貨幣で表現したものが一般に価格であるのと同様で
ある」 （この箇所は前出）。 この「一般的価値」には， 大別して平均価値として
のそれと，限界的価値としてのそれとの二様がある。
「どの等級が平均価値を確定するのに決定的であったかということは，主と
してこれらの諸等級の数の関係すなわち比例的大きさの関係に依存するであろ
う」というときの， 「平均価値」の確定とは， 平均価値の大さの確定のことで
あろう。平均的諸条件以下で生産する等級が他の 2等級に比して数的に有力か． 
つ優勢であればあるほど，この全生産部面で生産される全商品の全量・総額を
生産するのに必要とされる労働の最は，ますます大きなるのであろう。したが
って，その商品量の総価値額はますます大きなるであろう。それゆえに，相異
なる諸条件のもとで生産された諸商品の価値の加算によって，出てくる商品量
の総価値から個々の商品に平均的に割りあてられる可除部分，すなわち平均価
値は，ますます大きくなるであろう。平均的諸条件よりも良い諸条件のもとで
生産する等級が，他の 2階級に比して数的に優勢であればあるほど，その商品
量の総価値額はますます小さくなり，したがってまた平均価値もますます小さ
くなるであろう。もし中立の等級が数のうえではるかに優勢であれば，これが
平均価値の大きさを確定するのに決定的であろう。
このように， 「どの等級が平均価値を確定するのに決定的であったかという
こと」は， 「どの等級が平均価値の大きさを確定するのに決定的であったかと
いうこと」として読みとらなければならない。
このような平均価値の大きさの確定は，言うまでもなく， 「相異なる諸条件
のもとで生産された諸量のあいだの単なる比率」 （不明瞭なWの箇所）によるも
のである。かく確定された平均価値の大いさどおりに諸商品が売れるために
は， 「需要が， ちょうど商品量をかように確定されたその価値をもって吸収す
るだけの大いさであること」 （〔F〕のt9)を，前提としていなければならな
50 
市場価値と需給関係（東井） 5 I 
ぃ。もしも「需要が，ちょうど商品量をかように確定されたその価値をもって
吸収するだけの大いさで」なければ， 「相異なる諸条件のもとで生産された諸
量のあいだの単なる比率からすれば，別の結果が生ずるはずにもかかわらず，
両極の一方が市場価値を規定する」（不明瞭なIVの箇所），ということになる。. . . .. . . 
こんどは， 「平均的諸条件以下で労働する等級が数的に有力かつ優勢であれ
ば，後者がその部面の生産物の一般的価値を確定する」というときには，市場
価値のいわゆる「限界規定」が述べられてある。ここに「一般的価値」とは，
これらの等級の生産物が同一市場においてもたなければならない同一の「森域
的遍砿」—貨幣で表現されれば共通的な価格ー一， すなわち同一の市場価値
のことなのである。平均的諸条件以下で労働する等級が数的に有力かつ優勢で
あれば， この階級のもつ生産物の個別的価値が一般的価値を確定するのであ
る。もちろん，このばあいにも，需要がかように確定されたその一般的価値を
もって吸収するだけの大いさであることを，前提としてのことである。 しか
し，このばあいの需要は， 「普通の需要」を超えたものであることは言うまで
もない。
要するに，需要が，ちょうど商品量を以下のように確定されたその価値でも
って吸収されるだけの大いさであることを， 前提とすれば， 「どの等級が平均
価値〔の大きさ〕を確定するに決定的であったかということは， 主としてこれ
らの諸等級数の関係すなわち比例的大きさの関係に依存するであろう。もし中
位の等級が数のうえではるかに優勢であれば， これが平均価値〔の大きさ〕を. . .
確定するであろう。この等級が数のうえで劣勢であれば，そして平均的諸条件． 
以下で労働する等級が数的に有力かつ優勢であれば，後者がその部面の生産物
の一般的価値を確定する」 （〔 〕内は東井。傍点は原典でのイタリック）。念のた
めに，最悪規定と最良規定のばあいの需要は， 「普通の需要」 よりも大きいか
小さいかであって， 「市場価値」論で言われる需要と供給とは一致していない
のである。
このように，需要が前提されれば，「平均価値」の大きさの確定と，「一般的
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な価値」ー一限界的な一般的価値をも含めて一一の確定は，それぞれ， 3つの
「等級の数の関係すなわち比例的大きさの関係に依存するであろう」。
井上周八氏は，中位的諸条件のもとで生産される諸商品が大量なばあいのモ
デルAと，最悪なもとで生産される諸商品が大量なばあいのモデルBと，最良
のもとで生産される諸商品が大量なモデルCを「3つの組合せ」と考えられ，
この 3つの「組合せ」は，「市場価値の平均規定のばあい」だ．と主張されてい
る。井上氏の言われる「 3 つの組合せ」—-·3 つのモデルとの混同だが――
で，マルクスは， 「厳密に言えば」以下で平均規定の 3つのばあいを述ぺてい
ることは事実だが，しかし同じ 3つのモデルで「最悪規定」と「最良規定」に
ついても述べているのである。したがって，「この 3つの『組合せ』」を「市場
価値の平均規定」のばあいだけに限定されている井上周八氏の理解はまちがっ
ている。また，その例証にあげられた， 『剰余価値学説史』からの上の引用文
を，曲解されているようである。
ところで，その「諸等級の数の関係すなわち比例的大きさの関係」には編集
者の注があって， 「企業者たちのさまざまなグル-プの『数の関係すなわち比
例的大きさの関係』とし・ヽうばあい，マルクスが考えているのは，ここでは，こ
れらのグループのおのおのによって市場にもたらされる生産物量のことであ
る」27)とある。 したがって， 「企業たちのさまざまなグループの『数の関係す
なわち比例的大きさの関係」というばあい，生産物量の価値の大いさと理解さ
れるべきてあろう。すなわち．これは，供給量のことだと理解されるべきであ
ろう。この供給量と需要とのきまざまな結びつきが， ,,Kombinationen"にほ
かならないのである。需要と供給との一致が，正常な 「組合せ」 (Kombina-
tion)であり，需給のさまざまな不一致は，「異常な諸組合せ」 (auBerordentliche
Kombinationen)なのである。
さて，もとの問題にたちもどろう。
表4での「(3)最悪規定（その1)」のばあいには，需要が強くて (stark), 
すなわち， 9,800円で，最良の諸条件のもとで生産される諸商品の価値98―
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貨幣で表現されれば98円一~ 価格が規制されても需要が収縮しないほ
どであれば， これらの商品が市場価値を規定する。 このことが可能なのは，
「需要が普通の需要を超えるか， または供給が普通の供給以下にさがるかする
ばあいのみである」。
最後に， 「生産される諸商品の量が， 中位の市場価値で販路を見出す程度以
上に大きれば，最良の諸条件のもとで生産される諸商品が，市場価値を規制す
る」 （不明瞭なIの箇所）。たとえば，表4での「(2)最良規定」 のばあいには，
最良の諸条件のもとで生産される諸商品は，それらの個別的価値72 —貨幣で
表現されれば72円ーーゼ卦3りに販売されうる。しかし，最悪の諸条件のもとで生
産される諸商品は，おそらくその費用価格780円ー 一ー資本価値では780(=580c+ 
200v) —をさえ実現しえない。すなわち， 費用価格のうち60円 (=780-720)
を喪失する。中位的平均の諸商品は，それに含まれている剰余価値 1,200mの
うちその一部分 160mのみを実現しうるにすぎないのである。
： 
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